
2021年度中間事業報告
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2021年度 全体方針
事業計画書より
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コロナ禍の影響を強く受けた１年。

【成果】
• 「市民公益活動緊急支援事業」を実施
⇒255団体へ助成するとともにコーディネーターによる活動に対する
サポートを実施
• イベントやセミナーを主にオンラインで実施

【課題】
• 機能の周知
• 協働ラボとスペースA・Bの貸館のコンセプトやルールの周知

昨年度の成果と課題
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サスティナブル（持続可能）な社会のあり方・
暮らし方について
学び合い、つながり、動く場を積極的にしかけ、
協働のきっかけをつくる

2021年度 事業推進の方向性
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 協働に関する理解促進の場づくり
協働のプロジェクトが多く生まれていく土壌づくり

 センター機能の周知

 共創・協働推進のコーディネート人材の充実

市民協働推進センター運営事業者の企画・提案を
もとに、市民局も参画し、意見交換を重ねながら
協働で事業を行っています。

2021年度 重点テーマ
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横浜市市民協働推進センター

5つの事業

情報活用・
事業手法創出

事業

各区の
市民活動支援
センター
支援事業

市民活動団体
支援事業

・パブリックアクション
・市民活動支援事業
・協働を促進する
スペースの活用

総合相談
窓口事業

・協働のコーディネート
・市民活動に関する相談

交流・連携
事業

「対話＆創造ラボ」
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年間イベントスケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

参加の場の開き方

よこはまNPO会計セミナー

よこはまNPO労務セミナー

パブリックアクション（トライアルセミナー）

ヨコハマ・ミズベサロン

対話＆創造ラボ



年間広報スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

センターパンフレット改訂

協働のはじめ方（パンフレット）

NPO法人・市民活動団体応援ガイド（パンフレット）

NPO法人入門ブックレット

情報誌

（アンケート調査） （アンケート調査結果）

その他、各種イベント、空き家活用マッチング事業チラシ等

ホームページ・SNSでの情報発信



通年事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協働のコーディネート

市民活動に関する相談

協働を促進するスペースの活用



総合相談
窓口事業
・協働のコーディネート
・市民活動に関する相談

情報活用・
事業手法
創出事業
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相談件数（4～9月中間報告）

（4月 55件、5月 72件、6月 62件、７月 41件、８月 59件、9月 68件）

357件

士業相談： 14件
活動実践者相談： 3件

市民活動に
関する相談

相談種別 上位５ （件数が多い順）
• センター機能に関する問い合わせ：62件
• 法人事務： 52件
• 空家マッチング： 44件
• 新型コロナウイルス関連： 43件
• 他団体・他機関との連携： 43件
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市民活動に
関する相談
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市民活動に
関する相談
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協働推進センターパンフレット改訂（外）
総合相談
窓口事業

情報活
用・

事業手法
創出事業

協働を促進
する

スペースの
活用
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協働推進センターパンフレット改訂（内）
総合相談
窓口事業

情報活
用・

事業手法
創出事業

協働を促進
する

スペースの
活用
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NPO法人・市民活動団体応援ガイド（外）
総合相談
窓口事業

情報活
用・

事業手法
創出事業
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NPO法人・市民活動団体応援ガイド（内）
総合相談
窓口事業

情報活
用・

事業手法
創出事業
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協働のコーディネート
複数以上の主体の協働事業につながる相談
（4～9月中間報告）

・複数以上の主体の協働事業に発展している・または可能
性のある事案 ５件 【継続Ａ】
・少し時間はかかりそうなものの、小さな実践などに取り組み
中で、今後もフォローしていく事案 12件 【継続B】

17件

協働のコー
ディネート
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そのほか、2020年度からの対応継続事案 20件



協働のコーディネート（中間報告）①
主体 テーマ

１ 芸術系大学の研究グループ
重度心身障がい児・者当事者団体
行政

ピアノ演奏が感情におよぼす効果の測定
（認知症予防等）
• 高齢者
• 重度心身障がい児・者

２ 乳がん検診啓発の団体
株式会社
医療機関 ほか

• 乳がん検診の啓発
• 治療方法の選択肢提示

３ 離婚家族の面会交流支援団体
子育て支援拠点
県内面接交流支援団体 ほか

離婚家族の面会交流支援

４ 税理士法人
子育て支援拠点
区社会福祉協議会
キャリア教育関連団体
主任児童委員
学校法人（通信制高校）
児童養護施設等の若者支援関連団体 ほか

• 養護施設出身者の支援
• 子どもと地域なりわい企業のつながりづ

くり
• 法人事務所一部スペース地域活用

協働のコー
ディネート
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協働のコーディネート（中間報告）②
主体 テーマ

５ 行政
協働コーディネーター

学校と学校地域コーディネーターの活用推進

６ フードバンク関連団体
移動サービス関連団体

• 持続可能なフードパントリーの運用
• 物品の搬出入の体制づくり

７ 株式会社（宮大工関連）
行政

• 宮大工になりたい若者の掘り起こし
• 技能伝承・育成の仕組みづくり
• 空き家マッチング事業の活用

８ みなとみらい企業
環境保護関連の団体 ほか

SDGs関連の実証実験

協働のコー
ディネート
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協働のはじめ方スタートアップガイド（外）

情報活
用・

事業手法
創出事業

協働のコー
ディネート
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協働のはじめ方スタートアップガイド（内）

情報活
用・

事業手法
創出事業

協働のコー
ディネート
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コーディネーターより半年の振り返り
■鈴木 智香子

重度心身障がい児・者当事者団体とのプロジェクトや、 空き家マッチング制度によっ
て、居場所の支援が具体的に始まったことが特に印象に残っています。
前者は文部大臣賞を受賞されたとのことで、企業にとっての協働の価値を分かりやす
く示すことも、センターの役割として必要だと思いました。

■治田 友香

日々の相談事業、前年度の「協働トライアルセミナー」や「対話＆創造ラボ」などイベ
ントを通して、活動者や関心層の幅が広がっていることを実感しています。
個々の事例や最近の動向を俯瞰しつつ、協働による課題解決や価値創出に対し、
このセンターがどのような役割を果たしていくのかを関係者との意見交換の機会を重ね、
政策に落とし込んでいくための道筋を検討していきたいです。

協働のコー
ディネート
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コーディネーターより半年の振り返り
■森 祐美子

学校・地域コーディネーターに対しての研修に向けて協働のポイントや
市内協働先を紹介する研修を実施しましたが、更にこうした各地のコーディネーショ
ンを既にしている皆さまとの連携が重要だと思いました。
「参加の場のひらき方」の企画もそうですが、市民・団体・企業・行政、多くの方が協
働価値を共有していくことや、協働がうまれやすくなるスペース利用方法の検証が今
後も引き続き必要だと感じています。

■吉原 明香

・協働提案をいきなり行政に行うというよりも、まず民と民がつながり、
できることをともに学び考えるプロセスが大事だとわかりました。
・その取り組みを行政に伝え、興味をもって主体的に関わってもらうことで、
対等な関係にもなりやすく、お互いのニーズを汲みとり合うような対話が生まれやすく
なります。
・上記のプロセスを丁寧に進めていくことで、本質的な共通目的・目標が持てるよう
になると考えます。

協働のコー
ディネート
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交流・
連携事業
「対話＆創造ラボ」
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対話＆
創造ラボ

対話＆創造ラボ （企画書より）
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対話＆
創造ラボ
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市民活動
団体支援
事業

・パブリックアクション
・市民活動支援事業
・協働を促進する
スペースの活用
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協働トライアルセミナー
パブリック
アクション

市民協働や民間同士の協働の取組に
意欲・関心がある市民／企業／行政職員

• 個人・団体の課題認識や未来志向の考えを大
事にしながら、公共性・公益性などのパブリックな
視点で地域や社会を捉えられる。

• 多様な主体やセクターワイドな関係性を築くことに
よって、課題解決や新たな事業創出につながるイ
メージができる。

• 市民協働提案事業にチャレンジする人を増やし、
協働プロジェクトが市内全域で創出される。

対象

コンセプト
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第1回 身近な市民協働
第2回 協働のイロハを学ぼう！
第3回 自治体とNPOの共創・協働をすすめる仕組
み
第4回 市民協働のプロセスを読み解く
第5回 受講生による市民協働事業プラン発表会

内容



「ポストコロナの参加の場の開き方」 オンライン開催 申込者：45人
市民活動
支援事業

継続した“場”を運営している市民活動団体の方

コロナ禍で市民の地域や社会への参加の機
会に影響が及ぼされている中、これからの「参
加」の在り方について考える機会とする

対象

目的
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内容
講演「一人ひとりの困りごとを集める、ありたい未来を
描く、そして…」坂倉杏介先生（東京都市大学 准
教授）
対談（インタビュー＆トークセッション）
ワークショップ
全体交流タイム

参加者の声
コロナ禍で「正解はない」と分かっていても悩んでいる
参加者が多く、「こんな時だからこそできることがある」
「繋がりは生きるために必要」「そもそもこの場所が何
のためにあるのか、というところに立ち戻れた」「録画配
信でも伝わった」という感想が多く寄せられた。



「よこはまNPO会計セミナー」 ハイブリッド開催 申込者：31人
市民活動
支援事業

横浜市内で活動しているNPO法人の会計担
当者、会計管理に携わる役職員

会計・税務の実務にあたり必要な知識や方
法・考え方を講義や事例から学ぶ

対象

目的
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内容

参加者の声

第１回 「NPO法人会計と簿記の基礎を学ぼう」
第２回 「簿記の流れを身につけよう～仕訳から転
記・締切へ～」
第３回 「決算作成に向けた手続きを覚えよう」
第４回 「NPO法人の日常的な会計業務について」

「簿記の基礎を学び一歩踏み込んで仕事をする事
ができるようになった」「他の団体の経理担当者の方
のお話が聞けたり、税理士の方に説明していただける
機会はこのセミナーでしかないとても勉強になった」と
いう声が聞かれました。



よこはまNPO労務セミナー
市民活動
支援事業

横浜市内で活動しているNPO法人の労務担
当者、労務管理に携わる役職員

労務管理の実務にあたり必要な知識や方
法・考え方を講義や事例から学ぶ

対象

目的
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内容

第１回：
講義「まずはここから！NPO法人の労務管理の基礎」
講師：飯田 剛史 氏

第2回：
講義・事例発表「NPO法人に求められる労務管理の
ポイントと具体的実践」
講師：飯田 剛史 氏
事例発表団体：NPO法人ちょこっといずみ



ヨコハマ・ミズベサロン
市民活動
支援事業

各回のテーマ・内容に関心の持った、地域や社会の
活動に取り組もうとしている個人・活動団体・企業・
行政関係者等

・センター機能を知り、必要となったときに繋がれる状
態にする
・他団体との対話・情報交換を通してゆるいつながり
を得られる機会とする

対象

目的
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内容
Vol.１ 団体のミッション・ビジョンを語りあおう・聞きあ
おう！
Vol.2 ”協働”ってどんなふうに始まるんだろう？！
Vol.３ NPO法人立ち上げに興味のある方集合！



協働を促進するスペースの活用
（4～9月中間報告）

協働ラボ 1,733人
スペースA・B 1,751人

新規団体登録

神奈川県の緊急事態宣言発令中（8/2（月）～9/30（木））は
新規の利用・予約を停止

協働を促進
する

スペースの活
用

利用者数

20件（累計113件）
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各区の
市民活動支援
センター
支援事業
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各区の市民活動支援センター支援事業

ネットワーク会議の開催
第1回： 6月11日（金）36名
第2回：11月10日（水）44名

各区支援センター相談対応
Zoom会議開催伴走支援（2区）

各区の
市民活動支援
センター
支援事業

36



【報告】
「ポストコロナにおける活動に向けた

NPO法人・市民活動団体
アンケート調査」
中間とりまとめ
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調査概要
＜調査期間＞
2021年８月２日（月）～9月1日（水）（31日間）
※当初８月22日（日）としていたが、回答締切日を9月1日に延長

＜調査方法＞
Microsoft formsを利用したweb回答方式
※web回答ができない団体からは質問紙で回答を回収

＜調査対象＞
• 横浜市内のＮＰＯ法人（横浜市認証および横浜市に主たる事務所を置く神奈川

県認証のＮＰＯ法人）
• 2020年度市民公益活動緊急支援助成金 申請団体
• 横浜市市民協働推進センター登録団体（2021年6月末時点）

上記団体に対して、ダイレクトメールで調査概要資料を送付。そのほか、ホームページ
やSNSでの投稿、公開ホームページの代表メールアドレスまたはフォームからの個別通
知を実施。

＜回答件数＞
回答件数 328団体
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Q7.コロナ禍の影響によって、昨年度前半、自団体
においてどのような困難や課題が生じましたか。
当てはまるものを全て選んでください。

56.7

39.9

37.8

29.3

24.7

23.2

14.0

11.9

9.5

11.6

5.8

活動の計画や方針、見通しが立たなかった(n=186)

活動するための場所が確保できなかった(n=131)

財政状況が厳しくなった(n=124)

外部と連携・協働して取り組むことができなかった(n=96)

職員やボランティア等、活動を進めるための人材が不足した(n=81)

オンライン化を進めるための機材やノウハウがなかった(n=76)

組織の事務や体制を維持することが困難であった(n=46)

運営や活動を前に進めていくための方法・手続きが分からなかった…

有効な広報手段がなかった(n=31)

その他(n=38)

とくになし(n=19)

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

「活動の計画や方針、見通しが立た
なかった」が56.7%(186件)で最も
回答割合が高く、全体の半数以上の
団体が選択。
その他に「活動するための場所が確保
できなかった」が39.9%(131件)、
「財政状況が厳しくなった」が
37.8%(124件)と続く。
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Q8. コロナ禍で困難や課題が生じたときに、
いずれかの団体や機関に相談しましたか。（n＝328）

「相談しなかった」が53.7%(176件)で、
「相談した」と回答した46.3%(152件)を上回っている。

相談しなかった
(n=176)

相談した(n=152)

相談しなかった(n=176)

相談した(n=152)
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Q9.コロナ禍で相談した団体・機関として、
当てはまるものを全て選んでください。

「相談した」と回答した団体 （152件）のうち、約半数（48.7%・73件)が「日頃より、
付き合いのある団体(NPO法人・市民活動団体等)」に相談している。
次いで、「横浜市市民協働推進センター」が34.0%(51件)。

48.7

34.0

26.0

16.7

14.7

5.3

5.3

3.3

2.0

28.0

日頃より、付き合いのある団体(NPO法人・市民活動団体等)(n=73)

横浜市市民協働推進センター(n=51)

社会福祉協議会(市・区)(n=39)

横浜市地域ケアプラザ(n=25)

各区の市民活動支援センター(n=22)

かながわ県民活動サポートセンター(n=8)

YOKE・多文化共生ラウンジ(n=8)

男女共同参画センター(n=5)

IDEC(公益財団法人横浜企業経営支援財団)(n=3)

その他(n=42)

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
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Q10.相談先を選んだ理由として、
当てはまるものを３つまで選んでください。

「日頃から相談しているから（66.9%・101件）」「信頼できるから（64.9%・98件）」
が6割を超え、次いで「気軽に聞けるから」「専門的な知識があるから」が31.8%(48件)

66.9

64.9

31.8

31.8

19.2

11.3

1.3

0.0

23.8

日頃から相談しているから(n=101)

信頼できるから(n=98)

気軽に聞けるから(n=48)

専門的な知識があるから(n=48)

近くにあるから(n=29)

無料だから(n=17)

検索して見つけたから(n=2)

情報を見たから(SNSやメールマガジン、ダイレクトメール等)(n=0)

その他(n=36)

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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Q17.コロナ禍の影響で、自団体において、
未だに乗り越えられていない困難や課題として、
当てはまるものを全て選んでください。

40.7

37.9

30.3

26.3

16.2

16.2

11.6

9.8

6.7

6.7

15.0

財政状況が厳しい(n=133)

職員やボランティア等、活動を進めるための…

活動の計画や方針、見通しが立たない(n=99)

活動するための場所が確保できない(n=86)

オンライン化を進めるための機材やノウハウ…

外部と連携・協働して取り組むことができな…

有効な広報手段がない(n=38)

組織の事務や体制を維持することが困難であ…

運営や活動を前に進めていくための方法・手…

その他(n=22)

とくになし(n=49)

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

「財政状況が厳しい」が40.7％、
続いて「人材が不足している」が
37.9％
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51.5

32.9

31.7

30.2

26.8

26.8

26.5

25.3

23.8

18.3

17.1

助成金の紹介や活用に向けたアドバイス(n=169)

組織基盤(体制づくり・人材育成・組織内コミュニケー
ションなど)の強化に関する研修・個別支援(n=108)

広報(ホームページ・ＳＮＳ・メルマガ等)に関するスキ
ルアップ研修(n=104)

ファンドレイジング(資金・資源調達等)のノウハウに関
する研修(n=99)

企業や教育機関等、他の業種との関係づくりの支援
(n=88)

行政との協働事業を進めるためのノウハウ支援(n=88)

企業との協働事業を進めるためのノウハウ支援(n=87)

オンラインを活用した事業のスキルアップ研修(n=83)

地域・活動エリアにおけるネットワーク構築支援(n=78)

常設の場所を探したり、運営するためのアドバイス(空
家マッチング制度等)(n=60)

事業の経営(企画・戦略的発想など)に関する研修・個別
支援(n=56)

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

Q18.今後、自団体にとって必要な支援策とし
て、当てはまるものを５つまで選んでください。

「助成金の紹介や活用に向け
たアドバイス」の割合が 51.5%
（169件）と最も高く突出。
以降、「組織基盤(体制づくり・
人材育成・組織内コミュニケー
ションなど)の強化に関する研
修・個別支援」が32.9%(108 
件)、「広報(ホームページ・Ｓ
ＮＳ・メルマガ等)に関するスキ
ルアップ研修」が 31.7%(104
件)、「ファンドレイジング(資金・
資源調達等)のノウハウに関す
る研修」が 30.2%(99 件)と
続く

※上位10項目を抜粋
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Q19. とくに、市民協働推進センターに
期待する支援策があれば、教えてください。

自由記述より 一部ピックアップ

① 助成金の紹介や活用・ファンドレイジングのノウハウ

② 組織基盤の強化

• 「現在の居場所を継続して利用できるための家賃支援」
• 「助成金などの申請が複雑なため、アドバイスや代行などをしていただけると助かります」
• 「収益を上げるための方策。現在、全くのボランティア活動になってしまっているので、活動のための資金

を稼ぎ出す方法を模索中です」
• 「運営資金の激減に対する、資金調達の方法の情報提供」
• 「社会貢献活動をしている企業などと協働して、こどもたちが楽しいと思える場を作ったり、つながり合えた

らありがたいが、こちら側に活動資金がないので主導的に進めるのが難しい」
• 「地域のネットワーク団体で空き店舗をかりて、他の拠点を求めている団体等と新たなネットワークつくりと

運営に取り組もうとしているが、資金面で苦心をしている」
• 「行政や企業などと行う協働事業を実施していくために、相互理解を深め、双方にとっても利益となる活

動をするための助成や補助」

• 「今後の体制強化に向けて事務局機能を担う人材育成の支援をお願いしたいです」
• 「今後、想いを持って関わってくださるボランティアの方々が当初のモチベーションを維持しながら、活動に

関わってもらうためにどのようなことに留意すればいいのか、ボランティアサポーターとのコミュニケーションにつ
いて、ノウハウ支援を期待します」

• 「活動目的や活動分野に対する理解と共感を持ったうえで、組織運営・マネジメントにも意欲がある
人材を求めています。どうしたら良いか？」
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Q19. とくに、市民協働推進センターに
期待する支援策があれば、教えてください。

③ オンラインを活用した事業のスキルアップ

⑤ 活動の場所の提供

④ 他団体との関係づくり・他業種との関係づくり

「ネットを活用するためのインフラ整備に支援いただきたい。公共施設でのWiFi環境の整備やPC、プロジェ
クター、スクリーンなど機器の整備に注力いただきたい」
「オンラインでの発信について、効果的な発信の仕方、動画の上手な作り方などのノウハウや、著作権を侵
害せずに発信するために必要な知識が学べる講座を実施して頂いたり、そうした講座を行える団体を紹介
して頂けたら有難いです。」

「他の団体との情報交換会のような場を提供していただきたい」
「活動内容が同じ団体同士による、具体的な課題や解決策等の情報共有に加え、代表ならではの悩みや
考え方等を交換できる場があれば…と感じることがあります」
「行政との橋渡しや、市内他団体との連携、政策提言に繋げる方法など教えていただきたい」

「基本的には、事務所を有していないので、会の会議する場所取りに苦労している」
「活動（打合せ等）場所の安定的な提供を期待します」
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73.8

61.0

50.7

46.1

44.7

42.9

41.1

40.1

39.7

39.4

33.7

行政(n=208)

教育機関(学校、大学、幼稚園等)(n=172)

NPO法人・ボランタリー団体(n=143)

地縁団体(自治会・町内会、地区社会福祉協議会、民生委員、各種委員
会等)(n=130)

市民利用施設(地区センター、コミュニティハウス、図書館等)(n=126)

中小企業(個人商店を含む)(n=121)

各区の社会福祉協議会(n=116)

各区の市民活動支援センター(n=113)

上記以外の民間企業(大企業等)(n=112)

横浜市地域ケアプラザ(n=111)

地域子育て支援拠点(n=95)

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

Q25.今後の事業展開等を想定して、いずれの組織・
団体と連携・協働して取り組みたいと考えますか。
当てはまるものを全て選んでください。

「行政」が73.8%と最も回答割合が高くなっています。以降、「教育機関(学校、大
学、幼稚園等)」が61.0%、「NPO法人・ボランタリー団体」が50.7%と続いています。
「Q23.」の連携・協働の実績と同様、「行政」の回答割合が最も高くなっています。

※上位５項目を抜粋
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Q26. 「地縁団体」と自団体とで、どのような取組や
関係づくりを進めたいと考えますか。最も当てはまるも
のを１つ選んでください。

前ページで示したとおり、地縁団体と連携・協働して取り組みたいと考えている団体は
46.1%（282件中130件）でした。
さらに、地縁団体とで想定している取組や関係づくりについて聞いて見ると、「地域の
課題に対してパートナーとして、それぞれの役割を認識し合って、ともに取り組む」意向
を持っている団体が52.8%（125件中66件）でした。

52.8

22.4

21.6

3.2

地域の課題に対してパートナーとして、それぞれの役割を認
識し合って、ともに取り組む。(n=66)

地域や互いの活動や現状に関する情報共有・交換を行う。
(n=28)

それぞれのイベント等のときに、相互に協力し合う。(n=27)

その他(n=4)

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
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「団体の強み・弱み」と「コロナ禍における相談の
有無」から見えたこと

外部等への支援（団体の支援やコーディネート等）に取り組む団体の中には、コロナ禍で
他の団体や機関に相談したという団体が多く見られました。自らも相談しつつ、他団体への
支援に取り組むことがあることから、市民活動団体が支え合う相互支援の特性が伺えまし
た。

合計 相談した 相談しな
かった

不明

328 152 176 0
100.0 46.3 53.7

195 79 116 0
100.0 40.5 59.5

104 62 42 0
100.0 59.6 40.4

Q8.コロナ禍で困難や課題が生じた
ときに、いずれかの団体や機関に相
談しましたか。当てはまる方を１つ
選び、☒を付けてください。

全体

Q14.スコア Q14スコア低群

Q14スコア高群

▼ Q14.【外部への支援等】スコア高低群×Q8.相談の有無のクロス集計

50



「団体の強み・弱み」と「未だ乗り越えていない困
難・課題」との関連から見えたこと

【組織・事業の基盤】に関するスコア低群の方が、困難や課題を選択している割合が高く
なっています。この結果から、組織・事業の基盤が充分ではないと認識している団体の中に
は、未だに乗り越えられていない困難や課題を挙げる団体が多いことが分かり、団体の強
み・弱みが、団体が抱える困難・課題と関連している可能性があると考えられます。

▼ Q13. 【組織・事業の基盤】×Q17. 未だに乗り越えていない困難・課題

合計 職員やボラ
ンティア
等、活動を
進めるため
の人材が不
足した

活動するた
めの場所が
確保できな
かった

財政状況が
厳しくなっ
た

運営や活
動を前に
進めてい
くための
方法・手
続きが分
からな
かった

活動の計
画や方
針、見通
しが立た
なかった

組織の事
務や体制
を維持す
ることが
困難で
あった

オンライ
ン化を進
めるため
の機材や
ノウハウ
がなかっ
た

有効な広
報手段が
なかった

外部と連
携・協働
して取り
組むこと
ができな
かった

その他 とくにな
し

不明

157 64 55 76 17 58 20 26 22 31 7 15 0

40.8 35.0 48.4 10.8 36.9 12.7 16.6 14.0 19.7 4.5 9.6

150 50 26 49 4 34 10 20 13 15 13 32 0

33.3 17.3 32.7 2.7 22.7 6.7 13.3 8.7 10.0 8.7 21.3

Q17.コロナ禍の影響で、自団体において、未だに乗り越えられていない困難や課題として、当てはまるものを全て選び、 ☒ を付
けてください（複数回答可）。

Q13.スコア Q13スコア低群

Q13スコア高群
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ご清聴ありがとうございました
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